
実施者（作成者）

下記の計画により作業を行います。

第1種(※1)

第2種(※2)

～

　　氏名 修了証番号

　　酸素濃度計

　　硫化水素濃度計

　　形　式 台　数 2台

　・酸素濃度　１８％以上

　・硫化水素濃度　１０ ｐｐｍ以下

　・可燃ガス　20%LEL以下

　・一酸化炭素濃度　300 ｐｐｍ以下　（※3）

酸 素 欠 乏 症 等 危 険 作 業 に
お け る 測 定 方 法 及 び 回 数

測 定 器 形 式

酸素欠乏症等危険作業計画書

山田　太郎　所長殿

作 業 期 間 令和　 2年　5月　 1日 令和　 2年　5月　31日

令和２年11月２日

作 業 内 容

酸 素 欠 乏 症 等
危 険 作 業 場 所

酸 素 欠 乏 症 等
危 険 作 業 主 任 者

ピット内清掃

中山ビル新築工事作業所

酸素　光一

第1種

ケーブル、ガス管の地下に敷設されているものを収容する
ためのピットの内部

作　　業　　管　　理　　体　　制
及　　び

緊　　急　　時　　の　　対　　応

　佐藤一郎と中村二郎の2名で作業を行い中村二郎がピット上にてピット
内作業の佐藤一郎の安全確認等を行う。
　ピット作業者に笛を持たせ体調が悪くなった場合に使用させる。
　緊急時の場合は携帯電話にて現場職員に連絡する。

作 業 工 具 の 種 類 投光器・電動ハンマー

送風機

ヘルメット・軍手・保護メガネ・防塵マスク

測定方法は酸素濃度測定器にて作業深さまでの測定を行う

回数は作業開始前及び休憩後の作業開始前の４回

備 考

第2種

保 護 具 及 び 安 全 帯 等

換 気 設 備


